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溶接によって生じる残留応力は，き裂状の欠陥をもつ機
器の構造健全性に大きく影響する．国内外で発行されてい
るき裂状欠陥に対する評価基準・規格 ( 1 ) ～ ( 3 ) では，外荷
重などによって発生する一次ａ陥【の下限レベ

ルのじん性の測定を意図した破壊じん性試験規格に従っ
て，拘束が十分大きい試験片によって得られた破壊じん性
値を評価に用いるのに対し，実構造物は膜応力が支配的で
あることが多く，塑性拘束が緩和されるためである．した
がって，実構造物の破壊評価を適正な精度で行うために
は，溶接残留応力および塑性拘束の両者の 影響を厚試験を実施し，溶接残

留応力の有無による破壊強度の違い い し い 無し
実施し，溶接残留応力の有無による破壊強度の違いを確

認した．さらに，有限要素解析で各試験ケースについて破壊駆動 て で い 破 に ケを験てさ いい
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で求められる．
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J-Q 理論では，き裂周りの応力場は，き裂先端に極座
標系∵ぱ仕き鵠 ∵◊き系 は'87 は
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